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アンデス・アマゾン学会 第 14回研究大会 プログラム 
The 14th Annual Conference of SAAS Program 

 
 
期日：2025 年 7 月 5 日（土）、6 日（日） 
会場：tdi 人材開発センター湯河原 研修室 D（面接と Zoom によるハイフレックス） 
 
 
1 日目（7 月 5 日[土]） 

司会：長尾直洋（名桜大学） 
 
13:05-13:10 開会挨拶 

第 14 回研究大会実行委員長 佐々木直美 
 
13:10-13:45 
持続可能な給食実施のモデル作り：エクアドル北部アンデス山間部小規模校の挑戦 

杉田優子（認定 NPO 法人 エクアドルの子どものための友人の会） 
13:45-14:20 
南米ラクダ科動物の毛色・模様分類と品質改良：ペルー南部の事例 

鳥塚あゆち（青山学院大学） 
14:20-14:55 
大地信仰と互酬制に関して 

岡本年正（帝京大学） 
14:55-15:05 
休憩 

 
15:05-15:40 

アラゴン連合王国：インカの自称「タワンティンスユ」の源泉 
大平秀一（東海大学） 

15:40-16:15 
ペルーアンデス中北部における植民地社会の形成：16 世紀カエホン・デ・ワイラスのスペイ

ン人と先住民 
真鍋周三（兵庫県立大学） 

16:15-16:50 
アヤクチョの歌と踊りと Taki Onqoy について 

佐々木直美（法政大学） 
16:50-17:25 
樹木に現れたキリストの顛末：アンデス世界の民衆カトリシズム 

加藤隆浩 
17:25-17:55 
総会 
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2 日目（7 月 6 日[日]） 
司会：河邉真次（三重大学） 

 
9:00-9:35 

Por favor como estrategia de atenuación en peticiones en el español hablado en Medellín 
(Colombia) 

Ji Son JANG（Universidad de Antioquia） 
9:35-10:10 

Autoideologías hacia el español pastuso (Colombia) 
Ana Isabel GARCÍA TESORO（Universidad de Antioquia） 

10:10-10:45 
レイメバンバ共同体博物館の現状と課題 

上原なつき（名桜大学） 
10:45-10:55 
休憩 

 
10:55-11:30 

近年の南アンデス・ケチュア語口承文学におけるテクスト公刊とその「読み」の可能性 
藤田護（アンデス・オーラルヒストリー工房、慶應義塾大学） 

11:30-12:05 
ボルソナロ政権期のブラジル土地改革と小農たち 

石丸香苗（福井県立大学） 
12:05-12:40 
制度から見るアンデス先住民社会 

木村秀雄（自由学園最高学部） 
12:40-12:45 
閉会挨拶 

アンデス・アマゾン学会会長 大平秀一 
 
 
 
 
 
※ 木村秀雄先生は 2025 年 10 月 11 日にご逝去され、PACSAAS14 号への発表要旨掲載がか

ないませんでした。 
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